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 今回は、植栽の前に行う宿根草花壇の土

の耕し方を説明しましょう。 

 前回説明した土壌改良材を花壇にまい

た後、ボーダーフォーク（宿根草を堀り取

る専用の道具）に足をかけて地面に垂直に

さし、テコの原理で土を持ち上げひっくり

返します。カニのように小股で横に移動し

ながら少しずつ土を返してゆきます。持ち

上げた土をなるべく空中で回転させるよ

うにしますと、空気を含んだ土が出来上が

ります。ボーダーフォークが無い場合は、

ケンスコップでもかまいません。改良材と

土が良く混ざるように、カニ歩きの幅をな

るべく少なくとるのがコツです。せっかち

な人にこの作業をまかせるのは止めまし

ょう。苗を植えるとき移植ゴテで地面を掘

ると、バームクーヘンのような茶色い層が

出てきます。 

 次に耕した表面をレーキを使ってなら

します。これで終わりではありません。実

はこれからがプロの技です。トレディング

という技を紹介します。ふかふかにした地

面を踏む作業です。まず花壇に入り、足を

地面から離さずに再びカニ歩きの要領で

横に進んでゆきます。花壇の端までいった

ら靴のサイズだけ後ずさりして、今度は逆

方向へ平行移動します。トレディングの目

的は、均等に踏むことにより、地面がへこ

むところ、高い所を足の裏で知ることです。

その後、足の裏で感じた高低差をなくすよ

うに再びレーキでならすと、均等に圧力の

かかった花壇の土壌ができあがります。ト

レディングは根っこの生育を良くするた

めに行います。耕した後の土は表面的には

ふかふかに見えますが、地面の中では、部

分的に空洞ができていたりします。この部

分に雨が降るとストンと土が落ち込んで

水溜りの原因になり、根の生育に影響を与

えます。そんな細かいこと～なんて思う方

は園芸家にはなれませんよ。これが200

年の歴史のあるガーデニング大国、英国の

伝統的な手法なのです。この作業の終わっ

た後は、絶対に花壇を踏んではいけません。

絶対にです！苗を植える時はどうするの

か？というと、足のサイズよりも２倍の長

さの細長い木の板を何枚か使います。行き

たいところめがけてその板を投げて、飛び

石をうつような感じで花壇に入ります。板

を置くことにより、花壇に入る人の体重を

分散させることができます。 

 英国の園芸の巨匠から学んだ最大の教

えは、いい加減を知ること、そして几帳面

であること。いい加減とは良い加減のこと

で、植物を育てた経験から生まれる幅のよ

うなもの。この幅は、この範囲なら植物が

生きられるということを五感をとおして

体験した園芸家にだけ与えられる特権で

す。そして、几帳面とは、科学的に植物の

生育を分析できる知識を持つということ

です。いい加減と几帳面の二つを兼ね備え

た園芸家をめざして土を耕してみて下さい。 

 


